


　　村、章

　「む」を図案化したも

ので、上部で村政躍進

の翼と住民の限りない

文化の向上を示し、中

央自ぬき円で明るい村

づくり及び融和と平和

を象徴しています。

（制定昭和４４竿１２月１日）

－
－
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●村木「ひのき」 ●村鳥「キジ」

むつみ村民憲章
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和６２年９月３０日制定

　わたくしたちは、先人の築いた奥阿武の要衝の地、わが

村に誇りをもち、豊かな心と緑のある里づくりをめざし、

ここに憲章を定めます。

　１．ふるさとの歴史と伝統を受けつぎ、

　　　　　　清らかな緑と光にみちた村をつくります。

　２．思いやりの心とたくましさをやしない

　　　　　　健やかな人がつどう村をつくります。

　３．仕事に喜びをもち産業を興し、

　　　　　　活力とうるおいのある豊かな村をつくります。

●村獣「ノウサギ」

昭和５９年６月２７日制定 昭和６２年４月｜日制定

●村花「こふし」

昭和６２年４月｜日制定
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村長さんからのメッセージ

むつみ村が誕生しました。先輩の方々洲中よく、むつまじく

美しい村にしよう、その思いで、ひらがなの村名がつけられま

した。今、ひらがなの村は、全国でただひどつだけです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅんかしゅうとぅ　わたしたちの「ふるさとむつみ村」は、山や川、春夏秋冬

　しぜんの自然がいっぱいある美しい村です。

　　　　　　　　きゅう　昭和３０年、旧吉部村と、高俣村がいっしょになって、新しい

むつみ村を勉強するみなさんへ

　　　　　　　　ひろなか　　しげお
むっふ村長　弘中　茂雄

わたしたちの祖先は、汗を流し、いろいろな工夫をして、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むかし　　　　　　　　　　　　　　　まな　みなさんが、この本によって、村の昔と今のようすを学び、

　　　　なか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆた　　　　　　　　　　　　せいきみんな仲よく、力を合わせて、豊かで美しい２１世紀の「むつみ

村」をつくってください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆた　わたしたちは、いま人口をふやし、豊かな村をつくるために

いっしょう　　　　めい一生けん命です。

のう
農

ぎょう　　はじ　　　　さんぎょう業を始め、産業をさかんにされました。



教育長さんからのメツセニジ

　　　　　　　　　　　　　　　　そた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひら　わたしたちが生まれて育っているむつみ村は、古くから開か

　　　　　　　　　　じだい　　　　　いっしょう　　　　めい
れ、人々がその時代の中で一生けん命生活をし、みんなが力を

むっふ村教育委員会教育長　有光　進

　　　　ふくどくほん　　　り　ようこの副読本を利用するみなさんへ

　この副読本をつくるために、いそがしい中でご苦労された先

生方に心からお礼を申し上げます。

つみ村のうつり変わりや最近のことまで、広く学習し、ふるさ

との良さを見直し、ふるさとを愛する気持ちを高めるために、

この本がお役に立つことを願っています。

合わせ、努力をして、多くのすぐれた足跡を残してきました。

　その積み重ねによって、今の村があります。みなさんが、む
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　むつみ村は、みどりの多いうつくしい村

です。
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ｌｉぞいの花だん

こぷしの花

　　皿－　　ａ

ひまわりロード

２

家のまわりの花だん



　ふれあい花だんは、だれが、どのようなせわをしてい

るのでしょう。

　ふれあい花だんは、子どもと大人がいっしょになって、村をう

つくしくするために始められました。

　わたしたちは、花だんに植えるなえを育てています。水やりな

どのせわを毎日して、じょうぶななえを育てるためにがんばって

います。

　みんなが花だんになえを植えたどきは、ほっとするし、きれい

な花がさいているのを見ると、とてもうれしくなります。

３



毎
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、
決
ま
っ
た
日
に

取
り
組
ん
で
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だ
よ
。

　うつくしい村にするために、ほかにどんなどりょくを

しているのでしょう。

川をきれいに（７月の＆わりごろ）

　　４

　　　　　ゼロこう　　　　　　　　はじ空かん○行しん（９月の初めごろ）
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　　　のうそんかんきょうかいぜん（１）農村環境改善センター

　農村環境改善センターは、どんな

に使われているでしょう。

本のかし出し

５

にゅうじそうだん
乳児相談

村内音楽会



環境改善センターのおじさんの話

みんなが、すすんでたくさん

へ　心

令　ｒ¶｀

Ｔ’Ｋノ

反－．

使ってほしいですね。

”　〆
証

６

がくＬ，ゆう学習している

人の話

　やっぱりここに来た方が、勉強

になります。　とても楽しいので、

今ではここで学習するのが、待ち

どおしくて、生きがいになってい

ます。

生花の先生の話　　　へ

　みなさんがねっ心にさんかされ

るので、とてもうれしいです。

□

紳１１１１ｎ●

　尺八の先生の話

　　もっともっとたくさんの

方が、さんかされるといい

　ですね。



（２）村のいろいろなしせつ

　村内には、みんなが使ういろいろなしせっがあります。

どんなしせっがあるでしょう。また、どんなことに使わ

れているでしょう。

７



ネムの昆キャンプ場

むつみ村Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館
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（１）田の多いところ

　　　　　　す　みんなが住んでいるむつみ村は、

どんな村でしょう。土地のようすを

調べてみましょう。どんなところで、

どんなものがつくられているでしょ

う。

ほ場整びされた土地

　　　　１１

　むつみ村では、米づくりがさかんです。田が多いとこ

ろは、どんなようすでしょう。
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　Ｗ’

由宿えの轟わった田（Ｗ韻笞）

　　　　　　　高い土地

いねかみのった田

　　（琵遍ふ直）
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くだもの畑



葉たばこ

（２ｙ畑の多いところ

メロン
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山のせまっているところは、どんなことに使われているでしょう。

（３）山のせまっているところ

　日ＥＩの中に、ハウスがあるわ。何

をつくっているのかしら。

植林

わさびづくり一谷川か流れているところ－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４

しいたけづくり

盲蒜必の￥かり
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高俣し所、ＪＡ高俣を中心に（高俣上市）

（４）じゅうたくや商店の多いところ

／

むかし、かい道としてさかえたところ（吉部市）
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ジヘ√

１５

バスの回てん場を中心に（吉部広瀬）
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　大きい工場は、どのあたりにあるでしょう。そこでは、

どんなものをつくっているか、調べてみましょう。

（５）工場のあるところ

ポリエチレンパイプをつくっている工場（吉部麻生）

１６

’わたしたちが住んでいるむつみ村は、どんな村か、もっ

とくわしく調べてみましょう。



吉部の魚屋

ています。

　わたしたちは、毎日食べる物やく

らしに使う物を、いろいろな店で買っ

高俣のざっか店

１７

山口市の商店がい萩市のスーパーマーケット



崎紺

わたしたちの家の１週間の買い物調べをもちよって

よく買い物をするところ（平成３年度むつみ村調べ）

畠ぷＳ●う
阿武町

ぜんたい　　ひょう

犬 迩くの恚 畑かマヽヶツＶヽ ぞ？４、
海底ダレヽの

　そ１－同店
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１８

学級全体の表にまどめてみましょう。

買しヽ物禍Ｘ
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商工会のおじさんの話

いどうはん売車

心辱鴨
心尋こ

　’　　　　－ご！１一個ヽｙｌｊ
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大売り出し
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ふるさとまつり



　品物を売るために

れているでしょう。

どんなくふうがさ

　　　　　　しょうてん　近くの商店と、よ

　　　　　　しらについて調べてみま

うすのちがう店

しょう。

↑たくさんの品物

↓たくさんのレジ

２１

↑魚や肉を売るためのじゅんび

　　　　ぱいひん
↓とく売品

－



２２

デパート

せん門店



↑いこいの広場↑アーケード
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↓ちゅう車場↓カラータイル



ると、どこから送られてきた物かが

よくわかります。

　店で売られている品物は、どこから

来ているのでしょう。

品物の入ってＸ，ヽ た箱やラペルを見

●外国から

つ。

２４

どんなことに気をつければよいでしょ

まえ　●店をえらぶどき

とき

●買い物をする

●品物をえらぶ
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ひひ
か

９

ｙ斤

いダ・

⑤かりとり

た後、たいひや切りわらを田の中

にすきこんで、春までにくさらせ、

よう分たっぷりの土にします。

　また、秋に田をたがやすと、冬

の寒さで、土の中のがいになるき

んをころすこともできるし、さん

そを土の中にとり入れることもで

きるんです。

秋おこし

ごご‾辰歌ＶノＱノリＵｌｔノＶノ○□に緬Ｆ

’ｘＪ゛゛ｆｓ４ｅｉ●・。　　　　　　　　　　　　　　かがく　米をつくるときに、化学ひりょうぽかり使っていると、よう分の

ないぼろぼろの土になってしまいます。だから秋、かりとりが終わっ

⑥もみすり
　むつみ村でとれた米は、どこ

に送られるか調べてみましょう。

２９



ほ場整びされた後の田

大がたきかいを使ってのｉ４゛Ｗ

　農家の人たちの米づくりのために、役場やＪＡでは、ど

んなことをしているでしょう。

役場の人の話・

３０

たいひセンター

ライスセンター

むつみ村では、農業をす

る人が少なくなっています。　６１

いしょうの人が多く、わかい人が

少ないのがなやみです。

　これからの米づくりでは、米づ

くりにかかるお金を少なくし、入

るお金を多くするようなくふうが

大切です。そのために、ライスセ

ンターのようなしせつを使ったり、

大がたきかいをきょうどうで使っ

たりします。

　また、多くの人に米を食べても

らうために、よく売れるしゅるい

の米をつくるようにすすめていま

す。



ヌヽイートコーンとレタヌフ笈りのこよ．み

（ＥＩ）しょうどく

（２）スイートコーンとレタスをつくる

　吉部地区では、スイートコーンとレタスがつくられていま

　す。

　スイートコーンとレタスづくりには、どんな仁；、うや

くろうがあるのでしょう。

①まびき後のスイートコーン

。だから、天気がとても気になります。また、スイートコーンは、

いろいろな虫のがいを受けやすいので、いつも気をつけています。

スイートコーンは、｜本のみきから１つの実だけとります。のこり

は小さいときにかぎとります。

一農家の人の話

イートコーンは、せが高くなり、強い風がふくと、たおれてしまい

３１



ヤ

●スイートコーンのみきかすきこまれた畑

　④ｉか

家の人の話

ベ　　　スイートコーンは、ひりょう績　

をよくきゅうしゅうするので。

　　　土がきれいになり、後でつくる

レタスがさいばいしやすくなります。

また、スイートコーンのくきを土の中

にすきこむので、土の力もおとろえま

せん。

　このように、ちがう作物をつづけて

つくることによって、同じ作物をつづ

けてつくるときにおきる病気を、ふせ

ぐことができるのです。

⑥しゅうかく

３２

⑤植えつけ

ー－．－－－－

⑦出か



ト

くられています。

Ｖヽマトｙく、りのこ、Ｆみ

　　　あま　　　　かしゅう（３）雨よけ夏秋トマトをつくる

高俣地区では、「桃太郎」という マトがたくさんつ

ト
）
　
　
ｊ
４
ｙ

ｒ
　
ｓ
５

ト
）
工
ｙ
・
つ
５
Ｊ
Ｖ

１
１

二 ｀～－４，．１

　　（Ｓ）つぎ木

農家の人の話・

　
　
　
　
ｙ
ｙ
’

つ
ｎ
ｌ
ｒ

７
Ｎ
ｉ

６
０

４
Ｉ
ｆ
ｙ
４
１
１
ｒ
．

①たねまき

③植えつけ

トマトは、小さいうちは

おん度のかんりが大へんです。だか

ら、ハウスの中の地面のおん度に、

いつも気をつけています。

　また、同じ土地に毎年トマトをつ

くっても、病気が出ないように、つ

ぎ木をしています。

３３



（トン）

　８００１

　７００

トマトのとれ高のうつりかわり

３００１

２００

１００

　０

６００１

ヽ。｜

４００

１

④しょうどく ⑤しゅうかく

⑥宙か

　高俣でどれたトマトは、ど

こに送られているのでしょう。

２年６３年

３４

６２年
和
年

昭
‥
創

へ・・せい

平成

元年

４年３年



　農家の人たちはＪＡをよくりようします。農家とＪＡは、

どんなつながりがあるのでしょう。

　　　のうか　　ジェーエー　　のうきょう（４）農家とＪＡ（農協）とのつながり

お金をあつかう

３５

ガソリンなどの油を売る



酒（吉部広瀬）

しょうゆ（吉部市）

ポリエチレンパイプ（吉部麻ｉＥ）

ｊ
ｌ
こ
の
コ

２。村の工場で

　つくつて

　いるもの

＿＿二

３６

またどんな

４業鮭（高俣賤）

それぞれの工場でどんな作業をしているか、

ろうがあるか、調べてみましょう。



（１）むかしの道具

　身のまわりにあるむかしの道具を

調べてみると、むかしの人たちのち

えやくろうがつたわってきます。

　　どうぐ１．道具から

むかしを
調べる

：，５．かわつてきた人々のくらし

　古い道具は、どのように使われていたのでしょう。

　古い道具が使われていたころの人々のくらしは、

どんなようすだったでしょう。

むしろづくり
かまどにまきをくべて、たいていたよ。

　台所には、電球が｜つついていたけど、かまど

から出るけむりのせいで、へやの中はあまり明るく

なかったね。食事のざいりょうは、家で作るやさい

と、川や山でごったものがほとんどたったね。みそ

やしょうゆもつくっていたよ。

　土間では、夜おそくまで、なわないやむしろづく

りをしていたね。

３７

○
○

いろり

　おばあさんの話

　おばあさんの子どものころは、水は

いどからくんできていたよ。ごはんは、



とうみ　風を送り、もみの重さでより

分ける。

むかしは、どんな農き具を使っていたのか、調べてみましょう。

（２）むかしの農き具

３８

ていたよ。

　田植えやいねかりは、近くの人たちと力を合わせてやっていたよ。こしをま

げたりのばしたりしながら、何日も仕事をするのは、つらかったね。どにか

く、毎日くらくなるまで、田や畑で仕事をしていたよ。

　むかしの人は、米づくりをするのに、一日中はたらいたものだ。

牛や馬がきかいのかわりだったから、どこのうちでも牛や馬をかっ



－おばあさんの話・

癩収頻・たいＬよう
大正時代

　１　　　１

　　　　　　　　１よｉわ　　　　　　　　昭和時代

１　　　１　　　１　　　１　　　１　　　１
ルズ

１００年前　　　８０年前　　　６０年前　　　４０年前　　　　２０年前

　　　　　　ひいおじいさん

　● ひいおばあさん

　　　　のむかし

おじいさん

おばあさんのむかしおとうさん

おかあさんのむかし わたしたち
のむかし

Ｉ　　　Ｉ　　｜　「　　　ｌ

　　●●・　　●●　　白人£　　萩９村
　　て力；　　・　に
　　ん車Ｓ　　三，バ
　　車が　　　谷合ス
　　がで　　間が
　　村きＳ　に走
　　にる　　バる
　　入　　　　ス
　　る　　　　力ヾ
　　　　ご

●　　　　●せ　　　む
ん　　　つ
そ　　　み
う　　　　村

力゛　　　に
あ　　　な
っ　　　る
た

　ｌ　　　ｌ

レ

巾

●　●新　む
し　つ

い　み
役　中
場　学

が　校
で　が
き　で．
る　きヽ
　　　る

　むつみ村のようすや人々のくらしのよ

うすは、１００年の間にどのようにかわった

でしょう。

　それから、どんどん道路がよくなると、くらしのようすがかわったよ。

学校のようすや、子どもたちのあそびや食事もかわってきたね。

　むつみ村は、むかしは、吉部村、高俣村に分かれていたんだよ。そのこ

ろと今の村のようすをくらべると、ずいぶんかわってきたよ。

ン

　わたしが子どものころは、がたがた道をわらじやげたをはいて

学校にかよっていたよ。

３９



　萩へ行くときも、歩くか自てん車で行ったものだ。１日｜円５０せんで、自

てん車をかりて出かけたこともあったよ。村に１台、タト国せいのオートバイ

があって、話題になったよ。病人が出ると、近所の人が医者をむかえに行き、

かごにのせて、来てもらっていたよ。着るものは、母が糸車を使って糸をつ

むぎ、ぬのをおってぬってくれたものたったよ。

’・・・……ひいおじいさんの話＝＝・・＝’……………＝………………’・－・－・。………・・・－・＝＝‘・・－………－……－－・・・，・。……………・・・，・・・・・・・＝………＝こー＝・……………＝－，＝－

　　　　　吉部から高俣までの道はせまくて，歩くか自てん車で行き

Ｋ　　来していたよ。自てん車はねだんが高く，どの家にもあるも

　Ｉ｀　　のではなかったよ。

（１）馬車が走っていたころ（７０～８０年前）
： ’ ・ ● ’ ． ・ ． ・ ｙ － ｌ ． ● ● ・ 　 Ｉ ． ・ ・ ・ － Ｉ や ： 〃 ７ ・ ． ： ｊ ・ ’ ・ ・ で ー ． － ・ ． ’ こ ｙ ・ ， ．

　米だわらを馬車につんで、萩など

へ運んでいた。

大正８年　そつ業写真
はたおりき

４０



おじいさんの話・

　　　　　　　はぎ　　　ていきのり　　　　吉部・萩間の定期乗

合自動車が、走るよう

になったのは、大正１４

年ごろだった。そのバスもせんそ

う中には、ねんりょうがなかった

から、木炭をもやして走る「木炭

バス」だったよ。萩や三谷に出か

けるのに、上り坂になると、バス

をかるくするために、お客はおり

て歩いていたよ。

　山口へは、山口線が通ってから

は、三谷まで木炭バスで行き、三

谷から山口までは、汽車で行って

いたよ。

昏

（２）木炭バスが走っていたころ（５０～６０年前）

汗
尺

４
８
　
４
　
４
　
　
　
ｙ

そのころの写真から、どんなことがわかりますか。おじ

さんやおばあさんに、村のようすやくらしのようすにつ

て、たずねてみましょう。

χ

，

χ

，

４１

尋常高等小学校とよぱれていたころのそつ業写真

木炭バス

じょう気きかん車

　　　　　　　　　　うんどうかい昭和１４年の運動会



Ｆ‾り田 ３，３り３人　　１¶

・宜這・４．、．．。＝＝。。－りＱｎＺ．ｌ　－一一’Ｊ晶

合計 ６，１９７人

明治２２年

～昭和３０年

　昭和３０年、吉部村と高俣村がいっしょになって、

「むつみ村」になりました。そのころの人口は、

つぎの表のとおりです。

（３）自動車が人々の乗り物となったころ（３０～４０年前のころ）

むつみ村のうつりかわり

０　
たいしょう　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　へいせい

　　大正１２昭和８　２３年　３０年　３８年　４８年　５８年平成５年

４２

（人）

４５０１

たくさんの人でにぎわう運動会（昭和３０年）

吉部小学校・高俣小学校のじ童数のうつりかわり　　　吉部小

　　　　　　。。ｉ　　　　　　　　　

ｒヨ

高俣・ｊヽ



６００

ｎａ－ｔ

８７１

－
９００

８００

０

自てん車リャ　原つき馬車　箪劣

　　　　カー

４００

２００

てい　き

近くの村や町へ出かけるときには、定期バスがおもな乗り物ど

　このころ、乗り物は、

ん車もかなり走るよう（

自てん車がほとんどで、原動きつき自て

なりました。

人や物を運ぶ車調べ

　　（昭和３２年むつみ村）

（台）

して、たくさんの人にりようされました ○

こぎやかだったころの広瀬

舎

侈

．ｊ

　このようにして、人々は、

定期バスから自家用車をりよ

うするようになりました。

ｘ
　
ｒ
ｔ
～
　
～
ｓ

ｙ り り 気 、

４３

心。政、。。

ｇ　４ｅｙミ

　昭和３０年代は、村には１４台のバスが

あり、バスの仕事をする人が、５０人ぐ

らいいたよ。吉部広瀬に吉部えい業所

があったから、そのころの広瀬は、に

ぎやかだったよ。

　ところが、昭和４０年代になって、人

口がだんだんへり、自家用車がふえて

くると、バスに乗る人がへってきたん

だよ。そして、昭和４７年にはえい業所

からちゅうざい所になり、車も９台（４

台はマイクロワンマン車）にへってし

まったよ。

タ

鴫

バス会社のおじさんの話

　　　　　むつみ村の人々にとっ

ヤｔ　　　て、バスはたいせつな乗

い　　　　り物だったよ。
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登校のようす（昭和４０年）



　　　　バイパスができる

と道路のこんざつが少なく

なり、仕事の行き帰りもべ

んりになったよ。

　雪がふっても、屋根から

落ちた雪で通れないという

こともなくなったね。山口

や萩など遠くまで、仕事に

行くこともできるようになっ

たからね。

－おとうさんの話

４）バイパスができて（１０～２０年前のころ）

自動車がふえてくると、道路がととのえられてきました。

‾そつ業生のおねえさんの作文ｌ

　学校にのこっている物からも、むかしのようすがわか

ります。調べてみましょう。

４４

す。百年たったしるしに、いくしゆう園のところへ、大きな石ひが、おとうさ

んたちの力で立てられました。それには「読書尚友」と書かれています。

　つぎに、運動捌こ８つも体育しせつができてうれしいです。わたしは遊び時

間や日曜日までも、体育しせつを使って遊んでいます。体育しせつは、村の人

たちのおかげで買われたのだそうです。

　　　　　　　　　　　（創立百周年配念誌　２年生の作文より）昭和５１年

㎜

　高俣小学校ができて、今年でもう百年もたちました．わたしのお

じいさんやおとうさんやしんせきのおぱあさんたちが行った学校で
　　　　　　　　　　　＿＿＿．＿＿　　．．一竺泰＼．一　．．＿Ｉ、



○ どこにどんなものがのこっているでしょう。

どのくらいむかしのものか調べてみましょう。

それらのものは、むかしのどんなようすをつたえているのでしょうＯ

○

Ｇ

○

（１）むかしのようすをつたえるもの

　むつみ村には、むかしを知る手

がかりになるものが、たくさんの

こつています。

，がし

いもの

たくさんの人が死んでいった。

なぐさめるためにつくられた。

がい虫の発生により、米などがとれなくなり、

その人マのれいを

４５

むしからしだいじぞうそん
虫枯大地蔵尊）

至
萩
市

じゅれい約５００年

・　　　　　　　　　　　　ｌ●ａ

阿武町

といわれる３本

（吉部八幡宮の大杉）　　すぎの杉の木。



　　゜中央子侠神楽　　　　　　｜‰弓５；ｇ　ｒ６８０；タ

亦毎古墳

∠で二きき

間際翼ｌ

●若狭遺跡

●禅林寺
　　　＼

●高佐八幡宮

ンネル

蟻佐町
　　ノ

．／

¶９ｉ胃蜀

・。。。　

ド

ノ

●片僕八幡宮の懸仏

１８９５年にできたむかしの役場。
・鵬舟湖物晒

戸ヽヽこｉ

　穴観音古墳：

　’前型曼＿

阿東町ｙ

　明治４１年から、下領でつづけられてい

る神楽まい。（神笑座）

４６

●印はむつみ村文化財の位置

られヽｔｊ゛志ｊＡｊと゛う言゛つたえが

ある。（穴駿音古墳）

よこあなしき横穴式石室には、

●下飼神楽舞

　（神笑塵）

　－

観音石ぼとけがまつ

ノ
・蛇送り

●・●－



野田の火まつり

○　むつみ村には、どのような祭りや行事がのこってい

　るで｀しょう。

○　むかしからつづいている祭りのようすやいわれを、

　調べてみましょう。

（２）むかしからつづいている行事

　むかしからっづいているお祭りや行事には、むかしの

人々のねがいがこめられています。

たかさはちまんぐう高佐八幡宮の秋まつり

４７

吉部市の蛇送り むつみ村ふるさとまつり



　　わかい人に神楽を

つたえるために、月
卜
’に２回、子どもたち

を集めて、夜、練習をして

いるよ。

　おじさんたちは、自分の

仕事をすませて集まるから、

つかれているけど、がんばっ

ているんだよ。わかい人で、

まいをおどる人が少ないの

が、なやみだね。

むかしからったわる行事を守って、これからもつづけていぐため

、人々はどのようなどりょくやくふうをしているのでしょう。

「むつみ神楽ほぞん会」の

おじさんの話・

神楽まいのけいこ

やかなお祭りにしようど、

わかい人を集めて、じゅん

びをしたり、山車を出した

りしているよ。でも、年々

集まる人が少なくなってい

るからさびしいね。

秋まつりの山車

４８

「ふるさとをまもる会」

・のおじさんの話・

　むかしの人々が

やってこられたこと

を受けついで、にぎ



家や学校では、毎日たくさんのごみが出ます。

　家では、ｌ週間にどんなごみが、どのくらい出るので

しょうか。表にまとめてみましょう。

恥

．ごみと （１）ふえてきたごみ

－

・

　　●Ｓ

㎜

Ｗ

ごみの考剱 ご祚のｔ

かんづ「勿のかん

ジュー刄のヵ｀ん

ら一入４びん

セんｆい４入れ物

こ呼つれな罵ヽｌ乃ｆ

蝕匹
ＨＭｔ

びん　　　　｀’　即

。。

入れ物
　　：｜言｜フ

ぷヽｔ乃ｉ心

　廊陥べ

‾ぺ冽、一一一一尋
４９

＝モ、１、ｙ４こ；｀み も１、バナぷ．い

ざぉｌｋ 　　　　　リ＆うごＪ・り量

４く？

ざんｌずん

かご

な告

；ｋかしの４

ざ｀フじり３ヽろく

首虻良

　／３’ごぃｚ７ａ，３以う４
）秦籐

袖

Ｍ
Ｊ
】 住みよいくらしをささえる



　ぽくたちの村では。

もえるごみは、ほど

んど家でしまつして

いるよ。

　　栽清そう工場でしまつされるむつみ村のごみの量のうつり変わり

（トン）

もん５ごみ もλなしヽごμ

紙くず‥うら山ご蹟く

生ごみ…・ひりふフにす５
ででごド官゛

　人々が健康なくらしをしていくためには、たくさんの

ごみをしまつしなければいけません。

　みなさんの家では、どのようにして、ごみをしまつし

ているのでしょう。

ひりようにされる生ごみ

庭でもやされるごみ

５０

５６年　５７年　５８年　５９年　６０辱　６１年　６２年　６３年

□Ｕ

４５

４０

３５

３０

２５

２０

１５

１０

５

０

口口
「¬

－

「¬「¬

予成　２辱　３早
７Ｃ年



萩清そう工場

價レ

（２）ごみの行き先

　　家では、紙くずを焼いたり、生ごみをひりょうに

　したりします。しかし、全部のごみをしまつするこ

　とはできません。

５１

うめたて地

しげん回しゅう業者



うめたてられるごみ

うめたて地

５２

　空きかんや空きびんは、別々に分

けて、回しゅう業者にわたします。

　空きびんについたふたも、はずさ



萩地区広いき市町村けん組合萩清そう工場

●

ごみクレーン

気

まｊ

し
４
い
．
’
Ｉ
｀

ゝ

う ‘

（４）せいそう工場

　　－

●●ニ゛旨

㎜㎜－－

においをけす

よごれた水は、しょう

きゃくろにふきつけら

れ、じょう発する。

ごみおき場

ごみ

はい

空気

ガス

５３

「‾¬

「Ｔ¬

［ニコ

ー

　ｊ．｀’ごダミ、．　　プラッ

・　娯ぞヴ詣・゛゜　　　　　　‘
　χべ

ち

　　　　　ｌ

ｒツター

トホーム 回

言昌

　エアーカーテン

ごみしゅう集車





ヤ＼つ、ごみをさい利用したり作り直したりして、少しでも

　　ごみが少なくなるように、どりょくしています。

●古紙、アルミかんリサイクル事業

むつみ村のリサイクル事業

一住民課のおじさんの話

　　　　　　　　りよう（５）ごみのさい利用

　ごみの中には、きれいにしたり作り直したりするど、

また使える物もたくさんあります。

村では、むつみ村ごみ対さくすいしん協議会をつく

卜り

へ、．．Ｊ

しゅう集日　毎月第１土曜日

しゅう集できるもの

　　　新聞紙　ざっし　ダンボール

　　　アルミかん

料理につかった油を、健康かんりセンターへ持っていけ

リサイクルせっけん作

ば、自分で石けんに作りかえることもできるんですよ。
／’

●空きかん、空きびんリサイクル事業－

　　しゅう集日　毎月第３木曜日

　　しゅう集できるもの

　　　　　空きかん　空きびん　鉄くず

　　　　　ガラス　とうき　プラスチック

新聞紙の回しゅう

　公会堂にあるしゅう集かんにためて、

２ヵ、月に１度回しゅう業者へわたす。

はい食油リサイクル事業

，くらしが便利になるほど、ごみはふえてきて０ます。

わたしたちはこれからどんなことに気をつけていけばよ

いで｀しょう。

５５



　どのような場所で、どのような時に水を使うか、自分

たちの家のどこにじやロがあるか調べて、考えてみましょ

う。

ニ
　たくさん使

うのは、どこ

（１）たくさん使われる水

　わたしたちは、水を飲んだり、顔を

あらったり、おふろに入ったりと、毎

日たくさんの水を使っています。水は

わたしたちが生活していくために、と

ても必要なものです。

２。くらしを

ささえる水

嘱防 恭、 ４ｔぃ当

ち　ア片 ２ 莉提しｉ・き馮らヽ・瀧ａヽ

，３、５４２．かＳＥ｀１あＳ５　４ａｉｆｌｔムｊｃく

トノ１レ ｌ 呑ぁら・ヽ

うら１こ－り１ ガー極ｔ）

　（人）
　１３００
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Ｊ
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大
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昭
和
５８
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平こ
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元
２ ３

年
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μヽしら。

むつみ村給水量のうつり変わり むつみ村給水人口のうつり変わり
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　今から約４０年近く前までは、むつみ村ではどの家もいどをほったり、谷間から

流れる清水を引いたり、わき水をためたりして使っていました。しかし、少し雨

がふると水がにごり、雨がふらないと飲み水も足りなくなり、大変こまっていま

した。そこで、いつでも使えるきれいな水がほしいという人々の願いを受けて、

かんい水道の工事が始まりました。

（３）水道のあゆみ

５８

人々の願いはどのようにじつげんされていったのでしょう。
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（けん）　村内の交通じこのけん数

　　　　　　　　　　おそろしい交通じこ

　山口県内やむつみ村内では、１年間にどのくらい交通

じこが、起きているのでしょう。

宍’を）県内の交通じこのけん数

屋元　　２　　　３　　４（年）

５９

ＩＲ元　　２　　　３　　４（年）

　ｌ
ｅ
　
ｃ
ｙ
３

２

１

０

あんぜん安全なくらし



５

０ ５

けん
　日

けん
　８

０

いんしゅ運転

そ　の　ほ　か

村内の交通じこの発生場所

　（平成元年から４年まで）

（１）交通じこをふせぐしせつ

皿 血 皿甲声 脚ぶ

゛｀Ｊ：｀１｀．｀｀‘．‘｀１｀’乙；．｀：ｉ゛’・．‘｀・、’｀ぷ

　　うんてん安全運転をしな
かった

交差点で安全を
たしかめなかった

こう　ｔ　て沁

交　差　点

カ　ー　ブ

まっすぐな

道　　　路

犬可 ７ 絃古参
－

一一

－

村内の交通じこの原いん

（平成元年から４年まで）

　交通じこをふせぐために、学校のまわりや通学路には、

どんなしせつがつくられているか、調べて道路地図にか

きこんでいきましょう。

にロ恥締断歩４

？
カーブ旨－

（ＩＰ　’ひヽ６し乏

ｂ翻抑

高俣小学校のまわりにある交通安全しせつ

　　　　　　　６０



んな活動をしているのでしょう。

むつみ村では、交通じこをふせぐために

堂
ＺＸ

婦人会、ＪＡつ、学校、ＰＴＡ、老人会

交　通　安　全　対　さ　く

　交通量の多い道路には

調べてみましょう。

どんな安全しせつがあるか、

交通量の多い道路

だれが、ど

（２）交通じこをふせぐ努力

交通安全母の会

吉部交通安全母の会

高俣交通安全母の会

交通しどう員

吉
高

６１

部　１　名

俣　｜　名

役場、教育委員会、けいさ

ゆうびん局、森林組合など

んか

－　ａ

　けいさつ

吉部ちゅうざい所

高俣ちゅうざい所

吉部交通安全協会

　　　　　　　ｋ。ん　わ　吻ぺ・高俣交通親和会

交通じこをふせぐ



交通教室のしどう交通の取りしまり

運転に気をつけてほしいと思います。

　交通じこをふせぐために、スピードい反やいんしゅ運転の取りし

まりをしていますが、子どもたちの通学や交通教室のしどうもして

います。また、安全のために、どんなしせつを、どこにつくったら

よいかどいったこども、村の人たちど話し合っています。

づいさつの人の話・

　むつみ村内のおもな道路は、カーブが少なく、車の

て≒スピードを出す自動車が多いのです。もっと安全

交通安全協会のおじさんの誘

カーブミラーみがき

６２

集まりです。交通安全をよびかけたり、カーブミラーをみがいた

り、こうしゅう会を開いたりしています。

１
ダ ４　交通安全協会は、運転めんきょしょうを持っている人の



校、ＰＴＡ、老人会、婦人会などが集まって、交通じこをふせぐため

に、きけんなところを調べたり、交通安全のしせつをつけるお願い

に行ったりしています。また、それぞれの役所や学校などでは、当

番を決めて交通安全をよびかけています。

｛バリぐビスこクｊぞは

｀
ヤｙ’ぜ内とむフみ村内の役場｀大き゛役所｀学

一交通安全対さ＜協議会のおじさんの話

ＰＴＡの朝の交通しどう

６３

交通しどう員・

おじさんの話

　　　交通安全対さく協議会のお願いで

二（ヽつくられた歩道

から交通しどう員をたのま

れています。子どもたちの元気

のよいあいさつを聞くと、夏の

暑さや冬の寒さをわすれます。



交通かんせいこ７‘；こ！　　　　　　　貿

　交通じこの目Ｏ番の電話が入ったら、どこへ連らくが行

き、じこが起きた場所には、どんな人が来るのでしょうか。

（３）交通じこが起きたら

じこが起きてから、じこのしょりまで

６４

どんなことをしていけばよいでしょうか。

交通じこをふせぐために、これからわたしたちは、



　学校の中には、火事にそなえて、どこに、どんなせつ

びがあるでしょう。学校の図にかき入れてみましょう。

（１）火事が起きたら

おそろしい火事

ひじょう階だん熱かんち機

　　６５

しょうかき
消火器



高俣小学校の消火計画

消火せん

消火器だけで消せないときは、どうするのでしょう。

６６

防火用水になる川の水

　学校の近くにある消火せんやプール

の水や川の水も、使うことになってい

るんだね。



消火せんのひようしき

サイレン

　家のまわりにも、火事をふせぐための、しせつやせつ

びがあるのでしょうか。地図にかきこんでみましょう。

６

６７

Ｗｉ＆１

匯半半
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（２）早く消すためのくふう

連らくを受けた人たちは、 早く火事を消すために、ど

　火事の連らくは、どこへ

しょう。

どのように伝えられるので

もしもし火事で

す。○○の鈴木で

すが。台所から火

が出ました。すぐ

来てください。

４

　１１９番へ

催顔聯鵬聯琵岸

んなこどをするのでしょうか。

と！４ 昼間は会社や家で働い

いますが、無線放送を聞

　急いで火事のげん

場へかけつけ、消防団

の人が消火しやすい

ように、車や人の整理

をしたり、火事の原い

んを調べたりします。

団の人が、切れた電

線でこまらないよう

に、電線を切ったり、

電気を止めたりしま

１

す。

　急いで火事のげん

場にかけつけ、消防

けいさ・
つの人
の話

爵，一消防団の人の話・

；八

電力会社の
人の話　Ｚ

’ＩＷ７゛‾‾　くと、消防服を着て、急い

で火事のげん場へかけつけます。

　消防車の係は、消防団の倉庫へ行き、

消防車でかけつけます。

　火事のげん場に着くと、ホースを消火

せんにつないだり、川から水をとったり

して、もえているところへかけます。

６８



ています。

むつみ村消防団のそしき

　大きな町には、いつ火事の連らくを受けても、すぐ火事のげん

場へかけつけることができるように、消防しょに出動のじゅんび

をした人たちがいます。　しかし、小さな町や村には、消防しょが

ありません。　そこで、地いきの人々によって、消防団がっくられ

　　　　ぶんだん第１分団２５名（吉部）

第２分団２４名（吉部）
消
防
副
団
艮

消
　
防
　
団
　
長

○むつみ村の消防団は、どんなしくみになっているのでしょう
－ －－

第３分団２７名（高俣）

　　火さい予ｉのよぴかけ
　　（２か月に１回）

　各分団には、消防車

が｜台ずつあります。

消防車の点けん（月２回） 消防くんれん（年４回）

消火せんの点けん（月２回）
むつみ消防音楽隊

　　　　６９

第５分団２２名（役場）

第４分団１９名（高俣）

－

消防団の人は、日 ごろどんな活動をしているのでしょう。



りそうなときは、近くの市や

町や村の消防しょや消防団

に来てもらい、協力して消す

ようにしているんだよ。

　むっａ，村とｗｌぢの恥策をし・ｃいる市町村

（４）火事をふせぐため

　　山口県内の火事のおもな原いん（１９日日～１９９２年）山口県調べ

（３）大きな火事になったとき

　むつみ村では、

火事が大きくな’

　火事の原いんは、ちょつとした不注意が多いようです。

わたしたちは、どんなこどに気をつけたらよいでしょう。

Ｗ

計

Ｐ７

｀こ４ぐ＝・ｙ・

　役場では、秋から春にかけて、毎日

無線放送で戸じまりど火の元の点けん

をよびかけています。このほか、村の

広ほうでも、気をつけるようによびか

けています。

むつみ村広ぽう

７０





だいこん

どんな農作物をつくっているのでしょう。げんさパ，

７２

スイートコーンすいか



河野三男さんの『干石台の想いでｊよりこ
　にゅうしょく
…入植したころは畑も少なく、ソバを植えつけるのがやっとであつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぉも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り（
た。その後、植えつけられた主な作物は、さつまいも・かぽちや・陸

とぅ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らっかせい

稲・じゃがいも・だいず・あずき・落花生など、食料となるもの、ま

　ひりょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふた肥料があまりいらない作物であった。畑の面積がしだいに増えて

－－　　　一一一一一一一－－－

労

ズンズン］ズルフ万で‘フするまでには｀　どんな
４ｙスよ宍‾ぷ‾〕／

コ

７３

いくなかで、食料となる作物から、売ってお金になる作物を作るよう

になった。その代表が煙草であった。煙草は、千石台で中心の作物と

なり、畑の面積も増えていった。しかし、煙草中心の経営となると、

大きな畑がいくつも必要で、｜年間をとおして作業をしなければなら

ず大変であった。

　夏に作物を作るのが中心の千石台では、煙草のほかにキャベツやだ

いこんを植えつけていたが、夏に気温が低くなるのを利用して、だい

こんの栽培がしだいに増えていき、今では中心の作物になっていっ

た。

－－　　　－－

　だいこんを生産し、安定した出かをめざすためには、

どんな問題があるのでしょう。



入植者の人数

　千石台が開発され始めたころは、どんなようすだった

のでしょう。

昭和（年） ２１年 ２２年 ２３年 ２４年 ２５年

入植者の人数 ４４人 １７人 ３人 ３人 ２人

…開こんと小屋づくりの両方の作業をしなければならず、両方ともな

かなかはかどらず、８月の下旬に、私が防府より家族を呼んだ時は、

私の小屋は屋根を青かやでふいただけで、床も、まわりのかこいもな

く、土間でごろ寝のじょうたいであった。床板にする材料がないの

で、ささをかり、たばねて横木になわでしぼりつけ、中央にいろりを

作り、冬は生木を一日中もやして、木がもえつきた時にいろりこたつ

にし、そのまわりに寝てその冬をしのいだ。冬のまきを十分たくわえ

るこどもできなかったので、毎日雪の中を生木をかっては暖をとり、

妻たちは炭だわらをあんで生活費としていた。　　　　　　　　　　ダニ

河野三男さんのφ干石台の想いでＪより

千石台の開発のほかに、郷土の発てんに力をそそい

だ人がおられるかどうか調べてみましょう。

７４



り £二工

ご⊃ここに

　村をもっと発てんさせるために、

今でもいろいろなことがおこなわれ

ています。

２１世紀にむけて

　　　　　　　『ゆたかな心とみどりのある里』

　“めぐまれた自然かんきょうを生かし、みんなが安心し

てだれでも住みたくなる活力ある村”づくり

⊂二心

　Ｑａ

凸 ○

７５

；’ンＪ・てＯ

１．ふＱ－ｌ‘　．　　．、

．０１

　－
　　　　９

’ｊ．％づｊ＾
．￥．’９－１¶・



ほ場整びやさい出かセンター

　　　　　　　　一一

　自分たちの身のまわりで進められている、新しい村づくり

のための仕事のようすを調べてみましょう。

－
―

かんこう観光開発

ネムの丘の遊具

７６

　ききょう企業ゆうち

かんい水道の水げん地



健康瞥ｉセンター

道路もうの整びむつみ村えいじゅうたく

髭若役診

７７

一人ぐらしのお年よりをほう問 べんとう弁当づくり



むつみ中学校 ふれあいのつどい

住みよい地いき社会づくり

謙会

７８

　わたしたちのきょうどを発てんさせるために、むかし

も今も、たくさんの人々が努力しておられます。

　わたしたちのきょうど「むつみ村」を、もっと住みよ

い、りっぱな村にしていくために、これからわたしたち

は、どうすればよいかを考え、みんなで話し合ってみま

しょう。

ようち園児・高れい者スポーツ大会



○○吉部市に晩成舎という郷校がつくられる

　　　　　　　　　ながお○吉部市小学、長尾小学が開かれる。

　　　　　　　　　　きょく・吉部市ゆうびん局が開かれる。

・日曜日が休日、土曜日が半休となる。

　　　　　　　　かたまた○高佐小学、片俣小学が開かれる。

○長尾小学が志和田に移り、新しく志和田小学となる。

１８７６

年
－

２

６

７

９

おもなでき
Ｓ・●

－西 と

○吉部市小学が吉部小学校、志和田小学が志和田小学校、

　育秀小学が育秀小学校、片俣小学が片俣小学校となる。

○片俣小学校が、育秀小学校の分校どなる。

○志和田小学校、向側分校、平賀重分校が吉部小学校の

　分校となる。

○吉部尋常小学校、育秀尋常小学校となる。

俣村が合ぺいして高俣村となる

１８８９

１８９５

１８９８

１９００

１９０４

１９０７

１９日

１９１７

４４

６

７

２８

３１

３３

３７

４０

１８８４

１４

１７

吉部上・下村が合ぺいして吉部村、高佐上・下村、片
。－－－－－一一一一一一－－－

２０

２２

・吉部、高俣村役場が開かれる。

・吉部村役場が新しくたてられる。

　　　　　　ミ　｀Ｊ　』○吉部尋常高等小学校となる。

○育秀尋常高等小学校となる。

・自てん車がはじめて村に入る。

・人力車ができる。

・吉部、高俣にじゅんさちゅうざい所がおかれる。

　　　　　みたに　　　のりあいていき
・萩から三谷まで乗合定期自動車が走り出す。

　㎜　皿－　　－　＝　　　　・＝＝・・　　　　　　　　　・１■　　・　　　・

○育秀尋常高等小学校が高俣尋常高等小学校となる。

・山口線が山口から篠目まで通じる。

７９



せぃれき

西暦 時代 年 おもなできごと

１９１８

１９２１

１９２２

１９２３

１９２４

１９２５

１９２６

１９３３

１９４１

１９４５

１９４６

１９４７

１９４９

大正

ｒ　＝

よ

昭和

７

１０

目

１２

１３

１４

１５

８

１６

２０

２１

２２

２４

　　　　　　　　　　　　　　　一一・山口線が三谷まで通じる。（４月）．　μご、。ぶｒこ
　　　　‥　　　　消印苧云

・山口線が徳佐まで通じる。（日月戸　　　　　　－Ｉ

・高俣ゅうびん局ができる。

山口線が津和野まで通じる

涵

・自動車が吉部材に入る。

・山陰本線がかい通する。

・広瀬から江崎まで乗合定期自動車が走り出す。

・長門三隅から荻まで鉄道がしかれる。（４月）

萩から東萩まで鉄道がしかれる。（日月）ジ
キ

χ
・吉都にはじめて電灯がつく。　　　　　（７７゛

　のｎあいていき　　　　　しぶき　　　ひろせ　　みたに・乗合定期自動車荻・紫福線が吉都広瀬から三谷までの

　ばされる。

・高俣材の大部分に電灯がつく。

・電話がはじめて通じる。

○小学校が長ｎｕこ

｜

・大きなせんそうが始まる。

・せんそうが終わる。

・千石台のかいたぐが始まる。

○国民学校が、古都、高俣小学校となる。

○宮部、高俣中学校が開かれる。

・消防団ができる。

・農業協同組合ができる。

○高俣中学校の校しゃが斯ちくされる。

・高俣小学校じ童数が最高となる。（４５０人）

１
－
－

８０



せぃれき

西暦 時代 年 おもなできごと

１９４９

１９５０

１９５１

１９５２

１９５５

１９５６

１９５７

１９５８

１９５９

１９６０

１９６１

１９６２

１９６３

昭和 ２４

２５

２６

２７

３０

３１

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

　　　　　つ　　　　　　ｌｌそＩ○古都小学校の各教室にラジオ放送し廿つがつけられる

・キジヤ台風により死者が出る。

古都村しんりよう所が開かれる。

呉

ｏ学校の水道しせつができる。　　　　５と４び｀

　ひがＬだい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｄ．

・東台のかいたくが始まる。

・千石台でだいこんさいばいが始まる。

○古都小学校に教室たんばう用として、大がた火ばちが

　入る。

・高俣村かんい水道ができる。

・古都、高俣村が合ぺいしてむつみ村となる。

　－　－－－

○むつみ村立古都小学校、むつみ村立高浜小学校となる

○各教室てストーブのし用を始める。

・村に消防自動車が入る。

○高俣小学牧牧しゃ、給食室ができる。

○小学校の完全給食（パン・ミルク・おかず）が始まる。

○古都小学校南牧しゃ（水ぞう二階だて）、給食室ができ

　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

怨

∠古都小学校じ童数が最高となる。（５６２人）

・山口自衛隊がむつみえん習場のし用を始める。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

○宮部小学校各教室にテレビがつ仁　　　　　　，

　　　　　－　　　　

ね

二，宮部中学校屋内体育揚ができる。

・村内の道路のはそうが始まる。

・¶～２月大雪がふる。
　　　＿＿

・むつみ村商工会ができる。

ど能

８１



荊１時代 年 おもなできごと

¶９６３

１９６５

１９６６

１９６８

１９６９

１９７０

１９７１

１９７２

１９７３

昭和 ３８

４０

４１

４３

４４

４５

４６

４７

４８

・国道９号線が小郡から阿東町まで通じる。

○高俣中学校の新しい校しゃができる。

○古都小学校屋内体育館ができる。

○古都、高俣中学校副食（おかず）給食が始まる。

・集中ごう雨で家がこわれたり、山がくずれたりする

　ひがいが出る。

・鈴倉で火事が発生し、家が４戸やけ、同時に江良で山

　火事も起きる。

　　　　　　ょ’１．・．’　　　　　・ＬＯ・宮部、高俣幼稚園ができる。（５歳児のみ）　　　　　　　　　　　＿

・吉都地区有線放送が始まる。

・ＮＨＫむつみテレビ中けい局ができる。

・村章ができる。

・むつみ村森林組合ができる。

　　　　　　　　　　　　せ｀　　　　　　せきゅ○小学校教室のだんぼうが石たんストーブから石油ストー

　ブにかわる。

○小学校教室にけい光灯がつけられる。

　　　　　　｜　♂　　¬「　　　　　　．／１　　－○古都中学校新ちく校しゃができる。

○高俣小学校プールがでさる。

・古都かんい水道ができる。　　　　　－・
　　　　　一　　　

興砧

・　高俣地区農村しゅうだん電話ができる。．．，こＪこど

○古都中学校プールができる。

　しゅぅちゅぅ　　ぅ　　　　　かせん・集中ごう雨により道路や河川にひがいが出る。

○高俣小学校の各教室のテレビがカラーどなる。

○小、中学校のつぐえ、いすがスチー・レせいになる。

８２



せいれき
西暦 時代 年 ∧お沌なできごと

１９７３

１９７５

１９７６

１９７７

１９７８

１９７９

１９８０

１９８１

１９８２

１９８４

昭和 ４８

５０

５１

５２

５３

５４

５５

５６

５７

５９

○宮部小学校ができて百年目の記念式典がおこなわれる

　－　　　　　　‥
　のう　　　　　　　　しょ

・農みんけんしゆう所、しんりよう所が新しくできる。

・老人憩いの家ができる。　　　　　　　　　　　一一

・鍛治屋交差点にしん号きが取りつけられる。、。一一＝，，－

○古都小学校グランドが新しくできる。

○高俣小学校ができて百年目の記念式典がおこなわれる

　　　　　　　　－－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

・吉都地区の電話がダイヤル式になる。

○宮都小学校鉄きんコンクリートニ階だての新校しゃが

　できる。

・吉都市バイパスができる。　　　　　　．．

　ようちえん　　　いく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ゛こ．・・。．．．

０幼稚園２年ほ育が始まる。　　　　　　

万万

ｊ９７↓

・防長交通宮都事む所が広瀬から伏馬にうつる。

○高俣中学校屋内運動場ができる。

・高俣地区の電話がダイヤル式になる。

○小学校でごはん粉食が始まる。（週２回）

・第１回むつみ村ふるさと祭りが開かれる。

　　　ほぅそぅ　　　　　　　ちゅぅ　　きょく　ふすま
・山口放送むつみテレビ中けい局が伏馬にできる。

・Ｂ＆Ｇ海洋センターの体育館ができる。

・むつみぽうさい無線放送が吉都地区で始まる。

　れぃか　ながぁめ　　　のうさくもっ
・冷夏、長雨による農作物のひがいが出る。

　しゅぅちゅぅ　　ぅ　　　　　　がぃ
・集中ごう雨によるさい害が発生する。

・Ｂ＆Ｇ海洋センターのプールができる。

・むつみぽうさい無線放送が村内でいつせいに始まる。

　　　一一　一一一　そんぼぐ　　　　　そんか　　　　　　き
・村木（ひのき）、村花にぶし）が決まる。

○

８３



ぞいれき

西暦 時代 年 おもなできごと　　ド　　　、

１９８５

１９８５

１９８７

１９８９

１９９０

１９９１

１９９２

昭和

９

６０

６０

６２

１

２

３

４

　　　　　　　のｊそんかんきＪ弓かヽ・ぜん・村ちようしや、農村環境改善センターができる。

　そんみんか　　　ぉんど
●　村民歌、むつみ音頭ができる。　　　　　　　４

　そんじゅう　　　　　そんちょう　　　　　　　　●村獣（こウサギ）村島（キジ）が決まる

俗

・高倶に村えいじゅうたくができる。　　　　　　μ

　．；．すま　　　　　ぉか・伏馬山に、ネムの丘キャンプ場ができる。

・村民憲章ができる。　　　　　’記ｙ

　ひろせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，２ｙ７
●広瀬バイパスができる。　妬ぞ４Ｆ

　はなみ　　　　　　　　・‘　　ｊ花見バイパスができる

嶮

・宮部に村えいじゅうたくができる。

・麻生工業だん地ができる。

・台風１９号によるひがいが出る。

・飛石グリーンスポーツしせつ（電気の里キャンプ場）

　ができる。

○吉部、高俣中学校がはい校になり、むつみ中学校がで
　一一　　一一　－－　　一一

　きる。　㎜㎜　㎜㎜

・第２土曜日が休みどなる。（学校週５日せい）

８４



ｉ目目目目と目目目目万川目目唇｜

今のようす、これからのこどなどを学習し、また、わたしたち

の祖先がどのように努力してきたか、調べてください。

そのようにして、村の人々の生活のようすをしっかり勉強

し、これからのわたしたちの村の発展について真剣に考え、

れるなどのくふうをしました。

　みなさんは、この本で、郷土むつみ村の古い時代のこどや、

　　　ふくどくほん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す
この副読本は、３・４年生の社会科で、わたしたちの住んで

いるむつみ村のようすについて、学習するのに役立ててもらう

ために、つくったものです。

　なるべくしたしみやすいものにするために、かん字を少なく

し、写真・さし絵・地図・統計グラフなどの資料を多くどり入

よ

く感謝し、お礼を申し上げます。

へゝゝ４ｔｔゝ
平成６年３月

むつみ村社会科副読本編集委員会

　　　　　　　　　　　会長　藤本　節子

から貴重な資料の提供やご指導を賜りましたことに対して深

りよい村づくりに力をつくすことのできる人になるこどを願っ

ています。

編集にあたり、村や教育委員会、そのほかたく
　　　　　　かたがた

さんの方々



（平成６年３月現在）平成５年度
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